
軍拡と原発回帰に抗って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年 ９月３日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「北広島９条の会」にて 

中村由紀男

原発推進法、核ゴミ、汚染水海洋放出...

～私たちはどうすべきか？～
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世界第３位の軍事大国へ、...



ウクライナ戦争から考える
日本の平和と私たちの生活を守るために
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なぜ、戦争になったのか？ 

57カ国が参加するOSCE（欧州安全保障会議機
構）があったのに、NATOとロシアは、それぞ
れ相手を仮想敵国として、核兵器を含めた軍事
抑止力の強化に依存してきた。 

戦争の責任はロシアの側にある。しかし、そこ
に至る外交の失敗は、ロシア・NATOの双方に
ある。 
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終わらせるために 
一刻も早く終わらせ、ウクライナの悲惨な状況を止
め、世界大戦を防ぐ ☞ 人類全体の将来がかかった課題 

「国際規範」：「反植民地」と「民族自決」が大原則 
• 戦争反対の人類の闘いの結実が国連憲章であり、
日本国憲法 

「民主主義」対「専制主義」ではない。 
• 不完全でも民主主義の国：45.7% 
• それ以外の国　　　　　：54.3% 
　（ほとんどが、ロシアのような侵略をしていない。） 
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ウクライナ戦争が私たち日本に突きつけた最大のもの 
「戦争してはいけない。」 

「一旦始まったら止めるのは難しい。」 

「でも、他国から侵略されたら、 
　防衛のための戦争はやむをえないじゃないか」 

⇩ 
憲法９条の根源的な精神が問われている。 
もう戦争はしない。戦力は持たない。 

　戦争はいつも「防衛」として行われる。 
抑止力とは？　☞　相手を脅かすことによって防ぐ？5



私たちは、もう「新しい戦前」にいる 

43兆円もの大軍拡（世界第３位）、軍需産業への支援法 
統制と沈黙：メディアの萎縮・御用化 
• 地方新聞は健闘：中国新聞、沖縄タイムス、 

　　　　　　   北海道新聞、...... 
性差別が強まる：戦前的家族観の拡大、LGBTQ理解促進法 
ナショナリズムの高揚：自民族優越思想と他民族蔑視 
入国管理法の改悪、維新の会・参政党などの進出 
次世代(将来世代)から搾取する 
• 財源：負債を次世代（将来世代）に押し付ける。 
教育による刷り込み、「今だけ・金だけ・自分だけ」 
ジャニーズ事務所問題と統一教会事件 
自由が奪われていく。
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今の政治 
物価高騰への無為無策、社会的弱者・地方の切り
捨て 
インボイス制度（零細事業者への増税）の強制 
マイナンバーカードの、保険証廃止による強制 
LGBTQ理解増進法：  戦前的家族観の維持 
異次元？の少子化対策　 
学術会議への人事介入・支配 
札幌五輪にまだ執着する 
大阪万博・カジノの恥ずかしさ 
コロナの５類への引き下げ、後遺症、ワクチン？
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ベトナム戦争を止める大きなきっかけとなった、　　　　　　
ダニエル・エルズバーグ（米の元国防省職員、6月
16日に92歳で死去）による暴露 

• ペンタゴン・ペーパーズ ：1945年から1967年ま
での米国のベトナムへの政治的および軍事的関
与を記した極秘文書 

• 戦時下のベトナムに派遣されて悲惨さを目の当
たりにしたことが反戦への転機となった。 

• 71年、約7千ページのベトナム戦争の機密文書を
ニューヨーク・タイムズに持ち込んだ。歴代大
統領が、勝ち目がない泥沼化する戦争と知りな
がら、議会や国民を欺いて戦争を拡大したこと
を暴露した。 8



だから、私たちはどうすれば？ 
（提案：中村由紀男） 

軍事力で平和は作れない。 
日々の生活の中から、社会を見つめる。 
生活と政治は直結しているので....。 
社会的な会話も時々する。 
日本国憲法を理解し、生活に活かす。 
世界を見つめ、地域で輪を広げる。 
真のジャーナリズムを応援する。 
...................。
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日本の原発 
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原発による放射能汚染 
（日本は今も「原子力緊急事態宣言」下）

使用済み核燃料による汚染 
　　原発と原爆は科学的に同じ原理で、原発の方が桁違いに汚染する 
　　原発によって、放射能が何億倍にも増す（ウラン→プルトニウム） 
　　使用済み核燃料を安全に貯蔵・処分する方法はない 
　　 
放出されてしまった放射性物質による汚染 
　　原発１基で広島型原爆の1,000倍以上の放射能を毎年生み出している 
　　空間線量；外部被曝 
　　土壌汚染；外部被曝、食品に移行して内部被曝 
　　海洋・水質汚染；海水産物の汚染と飲用水による内部被曝 
　　食品汚染；内部被曝 
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放射性物質の流れと 
土壌汚染
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海洋汚染
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放射性ヨウ素に関しても、アメリカ政府によって福島原発事故後に土壌検査がされている。 
　　　　　　　　　　甲状腺がんの診断が福島県だけで行われているので、他の県では一切表面化していない。

関東の例：東京都港区赤坂で7,637Bq/kg、神奈川県横浜市で3,178Bq/kg17



ストロンチウムに関しても、アメリカ政府によって福島原発事故後に土壌検査がされている。

関東の例：横須賀市15.83Bq/kg、平塚市10.62Bq/kg、成田市18.60Bq/kg、小山市7.02Bq/kg、栃木市18.10Bq/kg18



内部被曝（体内被曝）が最大の問題

　原発は、事故に限らず、 

通常運転時、燃料の再処理・貯
蔵時に放出される放射性物質に
よる内部被曝も恐ろしい。 

　放射性物質は、呼吸と飲食そ
して皮膚を通じて体内に入る。 

　外部被曝は放射性物質から離
れることによって被曝回数や強
さを軽減することができるが、
内部被曝は放射性物質が体内に
留まる限り一生被曝が続く。
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内部被曝には、

ここまで飲食・吸入しても安全という閾値はない

　内部被曝は、一過性でなく継続的
な被曝であり、細胞の至近距離から強
力な放射線で細胞が攻撃され、そのエ
ネルギーのほとんどが吸収されてしま
う。

　

　また、総被曝量が同じでも低線量率
で長時間受ける場合の方が高線量率で
短時間受けるよりも危険だということ
が報告（ペトカウ効果）されている。


　要するに、放射性物質が少しでも含
まれている飲食物は、わずかな量でも
食べないようにすべき。
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内部被曝は、食物連鎖によって、より大きな問題となる

　食べ物や飲み物にわず
かな放射性物質が入って
いるだけでも、長い年月
での摂取量は、排泄され
ない限り大きな累積量と
なり体内に濃縮される。 

　さらに、ヒトは食物連
鎖の頂点に立っており、
次第に放射性物質が濃縮
される。 

　このようにして体内に
入った放射性物質は、血
液やリンパの流れに乗っ
て全身をめぐり、時には
選択的に特定の臓器に定
着する。
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（情報元：厚労省）

全食品汚染地図

２０１９年２月
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野菜の汚染地図　２０１８年 情報元：厚労省
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海産物の汚染地図　２０１９年１月　

情報元：厚労省25



野生鳥獣類の汚染地図　２０１８年 情報元：厚労省
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山菜の汚染地図　２０１８年 情報元：厚労省
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きのこ類の汚染地図　２０１８年 情報元：厚労省
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乳歯中のストロンチウム-90

大気中核実験は、50年代に入って増加しはじめ、61年と62年に急
増した。乳歯に含まれるストロンチウム90の年変動は、大気中核
実験の推移と2年ほどの間隔を置いてよく一致している。

核実験盛んな60年代にピーク！

最大で
370mBq/g.Ca
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乳歯保存ネットワーク誕生
政府が測ろうとしないストロンチウムSr-90を測定できるラボの建設計画と、
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（2021年11月、資源エネルギー庁）
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「GX」法の問題点
（脱炭素電源法）
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「GX」法の問題点
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「GX」法の問題点

40



「GX」法の問題点

41



「GX」法の問題点
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「GX」法の問題点
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「GX」法の問題点
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「GX」法の問題点
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泊原発
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～核ゴミと原発を考える～

今、汚染水を海洋放出してはいけない理由
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今、核ごみを地層処分してはいけない理由
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なぜ「地層処分」を急ぐ？
• 原発から出る高温の使用済み各燃料棒を冷やす
プールが満杯になりかけているから。特に六ヶ
所村の中間貯蔵施設は満杯に近く、青森県との
約束であと２０年で県外に持ち出さなくてはい
けない。 

• プールがいっぱいになれば増設すれば済むこと
だし、温度が下がったらプールから取り出して
キャスクと呼ばれる丈夫な鋼鉄のタンクに入れ
て放射能が漏れないようにして保管（乾式貯
蔵）や水冷保管ができるし、一部では実施して
いる。これらの「暫定保管」は、日本学術会議
が２０１２年と１５年に提起したこと。



地層処分の必要性？
• 「特定放射性廃棄物最終処分場に関する法律」（2000年制定）に基づいている。 

• 「地層処分が最適」としている。 

↕ 
• 日本は世界有数の地震大国であり、地層処分の条件である「長期的に安定した強
固な地盤がある」「地下水との接触がない」を満たす所はない。 

• NUMOなどは「技術的な対策を講ずる」としているが、その技術は未だ確立して
いない。 

• 寿都町・神恵内村とも活断層があるなど、全く適地ではない。両町村だけの問題
ではなく、北海道や日本、世界各国の安全にも責任が持てない。

52



53

寿都も神恵内も、地層処分に全く適さない場所

• 神恵内の沖合わずか約１５kmにある積丹西方
断層も、石狩低地帯東縁断層と同じように、東
にゆるく傾斜する逆断層。地震は地下の断層面
がずれて起きる可能性が高いが、胆振東部地震
のように、もっと深い場所で起きるかもしれ
ず、逆にもっと浅い場所で起きるかもしれな
い。どちらも泊原発や神恵内の地層処分施設に
大きな被害を与える可能性がある。 

• 寿都も神恵内も活断層の上にあって、地層処分
には全く適さない場所。海外でこのような場所
が地層処分の候補地になることはありえない。
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「地層処分」を行うNUMOとは？
• Nuclear Waste Management Organization の略称のはずだが、Waste（廃棄物）
という、最も大事な言葉が抜けている。日本語の「原子力発電環境整備機構」で
も、肝心の「核廃棄物」という言葉が隠されている。 

• 原発を持つ電力会社が１００％出資して、原発から出た核のゴミを処分するため
にだけ作った組織。政府による認可法人だが、要するに電力会社そのもの。

NUMOが示す、科学的と言えない「科学的特性マップ」
• 国土の６５％ほどが「適地」となっている。 

• 地表の活断層から遠く離れても地震は起き、地上とつながる
トンネルや地下施設は地下水の侵入を防げない。 

• 胆振東部地震で震度６以上だった地域は、ほとんどがNUMO
のマップの「適地」であった。
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１０万年って、どんな時間？

• 世界一、安定した１０億年の岩盤からなるフィンランド。 

• フィンランドでさえ、氷河期を考えると地層処分に反対する学者もいる。 

• 世界一、不安定で、活断層だらけ、地下水だらけの日本。



寿都、神恵内はどこまで？

• 寿都と神恵内が調査受け入れに要し
た時間はわずか５～８週間で、住民
の意志確認も極めて不十分。 

• 「地元同意」とは、事故が起きた時
の被害が及ぶ地域が了解すること。 

• 最終処分場調査が及ぼす影響は、両
町村の財政事情に収まらず、少なく
とも全道の問題。 

• 「調査」のどの段階も、次の段階へ
進むための調査となっている。一度
調査に入ったら、よほどリスクが認
められない限り進んでいくというこ
と。
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福島原発からの汚染水問題
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• 溶けた核燃料を冷やす
ために、毎日数百トン
の水を原子炉に入れて
いる。 

• 山側から海側に流れて
いる地下水が原子炉建
屋に流れ込んでいる。 

• これらの水は高濃度の
放射能汚染水。 

• 地下水が流れ込んでし
まうのは、原子炉建屋
の位置が低いため。



溜まり続ける汚染水

• 政府はこの汚染水を海洋に放出するこ
とを決定し、開始した。 

• トリチウム以外の核種も残っている
（７割弱が基準値以上）ことが判明。
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ALPS（多核種除去装置）



処理後の汚染水に含まれる放射性物質
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トリチウムは放射性物質
• トリチウムは内部被曝のリスク
が大きい。 

• 半減期は１２.3年で、リスクが
相当低くなるまでに100年以上
かかる。 

• 体内に取り込まれると、半分に
なるまでに10日ほどかかる。 

• 体内に存在する間に遺伝子を傷
つける恐れがある。 

• 体内で有機結合型トリチウムに
変化すると留まる時間が長くな
る。
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DNAの二重螺旋
構造を構築する
塩基を結合さる
のは水素結合力

★政府はトリチウムのβ線エネルギー（平均5.7ｋｅＶ)
が，小さいことを理由に，心配いらないと軽視
⇒しかし H2O の結合energyは 5.7eV

★カナダの重水を用いるＣＡＮＤＵ原子炉の
トリチウム排出と，その結果の周辺地域に住む
子ども達の健康被害増大が報告済み

（ダウン症，新生児死亡率，小児白血病の増加）
★トリチウムの排出規制基準値は

水:60Bq/１ｃｍ3  ⇒ 60,000,000Bq／ｍ3

有機物の形態: 30Bq/１ｃｍ3

水以外の化合物: 40Bq/１ｃｍ3

(1985.3.16.毎日新聞)
原発のトリチウム（三重水素）汚染水

A=アデニン
C=シトシン

G=グアニン
T=チミン

トリチウムはごく低濃度でも
人間のリンパ球に染色体
異常を起こす(朝日新聞記事)
放医研遺伝研究部長:中井さやか
日本放射線影響学会第17回大会
1974年10月7日発表(徳島市)

http://lituum.exblog.jp/21437678

3Hチミジンは細胞の
DNAに取り込まれる
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USの原発の分布乳癌の分布
原発稼働地域と乳癌罹患率の関係

★1950年～1989年までの 40年聞に、
米国白人女性の乳癌死亡者数が 2倍になった

★米国政府は原因を、石油産業、化学産業などの発展による大気と
水の汚染など、文明の進展に伴う止むを得ない現象と発表

★しかし統計学者 J. M.クールド氏は統計処理方法に不審を抱き、
全米3053郡が保有する40年間の乳癌死亡者数を分析と、
乳癌の増加率には地域差が有リ、増加している1319郡に共通
する要因として、郡の所在地と原子炉の存在との間の相関関係
が存在する事を見つけ出しました。

★乳癌が増加した地域は、その範囲が原子炉 から半径100マイル
(約160k m)に及ぶ事を突き止めた

有機結合型トリチウムは脂肪組織に最も長期間残留する(脳、乳房、生殖腺)
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海洋放出してはいけない理由

１、取り除くはずのものが取り除けていない。 

・トリチウムに加え、ストロンチウム９０、ヨウ素１２
９、ルテニウム１０６、テクネチウム９９などの放射性
核種が、 ７割の処理水に基準値を超えて 含まれているこ
とが発覚した。 

２、トリチウムには特に内部被曝のリスクがある。 

・放つエネルギーは非常に低いものの、水を構成する水
素の同位体であり、体内に容易に取り込まれ、体内で有
機結合型トリチウムに変化すると長期間留まり、付近の
細胞の遺伝子を傷つける恐れが大きい。
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海洋放出してはいけない理由
３、トリチウム分離技術は存在する。 

・トリチウム分離は実際にアメリカなどで行われており、汚染水を長期保
管し、その間に分離技術の更なる開発をすべきである。 

４、海洋汚染、環境影響、健康問題 
・もっとも考慮すべきは、太平洋の沿岸に住む人々の暮らしと健康、そし
て広い海全体の環境への影響である。 

５、海洋放出を決定しても、数十年に及ぶ長期間のタンク保管は避けられない。 
・大量の汚染水タンクの存在が風評被害の要因だとか、タンクの老朽化や
災害時の漏洩リスクなどが口実にされているが、政府の計画に基づいて海
洋放出するとしても、汚染水の全量を放出するまでには４０年以上かか
る。その間、タンクによる長期保管は不可避である。
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海洋放出してはいけない理由
６、汚染水対策を含む「廃炉」方針および工程の技術的な見直しが必要である。 

・汚染水用のタンクを増設する敷地が足りないことが理由にされているが、
事実ではない。福島原発の後始末が長期にわたることは間違いなく、デブリ
の取り出しは技術的にも費用的にも全く見通しが立っておらず、その置き場
所を確保する必要はない。 

・汚染水の増加を防ぐためには、デブリの空冷化を早期に実施すべきであ
る。デブリを含む事故炉を「外構シールド」で覆い、放射能の拡散を防ぐ
「長期遮蔽管理」に移行すべきである。 

・堅牢な大型タンクによる保管、またはモルタル固化処分が現実的かつ合理
的である。石油備蓄タンクなどは十分な設置・運用実績と信頼性がある。
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海洋放出してはいけない理由
７、社会的な合意形成の手続きが踏まれていない。 

　　・一般市民が意見を言えるような公聴会が開催されていない。 

　　・パブリックコメントは集められたものの、極めて形式的。 

　　・一般から提出された代替案については何ら議論されていない。 

　　・復興に向けて頑張ってきた漁業者の努力を無にする。 

８、国際法は「最善の手段を」と言っている。 

・日本も批准している「国連海洋法条約」では「海洋環境を保
護・保全する義務を有し、あらゆる発生源からの汚染を防止・
軽減し規制するため、利用することができる実行可能な最善の
手段を用いて全ての必要な措置をとる。」と規定されている。
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汚染水を増やさない対策
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CO2を出さないのは稼働時だけで、ウラン採掘から
廃炉まで、たくさんの排出をしている。
排水が海温を上昇させ、CO2の吸収を妨げている。
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これから、どうすれば？ 

　全世界的な規模での原発由来の放射能との闘い。 
　対策の基本は、まず被曝線量と含有放射性物質の把握から。 

1.  放射能のことをもっと学び、知らせ、自分なりに判断する。 
2. できれば、食品に含まれる放射性物質量を把握する。 
3.  わからない場合は、産地や生産者・販売者などで判断する。 
4.  住んでいる地域がホットスポットの場合、移住を考える。 
5.  被曝線量や食物摂取による内部被曝に注意する。 
6.  人類の大きな負の遺産である原発をなくす運動を、化学物質
や農薬などとの複合汚染対策としても捉え、心ある人々と手
をつなぎ、広める。　
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原発は、放射能を含む大量のゴミを出す。

それは、生命と相いれず、長期間にわたって環境を破壊する。
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人類最大の過ちを反省し、原発に頼る生活を改め、 
作ってしまった核のゴミをどうするか、 

みんなで考え、 
最善の方法で行動しよう。



だから、私たちはどうすれば？ 
（提案：中村由紀男） 

原発は人類最大の過ちの一つ。 
軍事力で平和は作れない。 

日々の生活の中から、社会を見つめる。 
生活と政治は直結しているので....。 
社会的な会話も時々する。 
日本国憲法を理解し、生活に活かす。 
世界を見つめ、地域で輪を広げる。 
真のジャーナリズムを応援する。 
..................一緒に考え、行動していきましょう。
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